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・第1

・治水

・市民

・勉強

・学識

・課題

・山の

 

9 年間の

回地域部会の

水、利水、環

民会議におけ

強会の実施（

識者ヒアリン

題のマインド

の課題の見え

の取り組

の結果、山部

環境、地域活性

ける山の課題抽

（「山の現状を

ングによる意見

ドマップ作成 

える化の整理

 

みと成果

部会では「人

性化の各分野

抽出 

を知る見学会

見聴取 

（下図） 

果 

平

に関わる課題

野のキーワー

会」 

平成22年

題」「森（人

ドについて、

度 

人工林）に関わ

2つの課題

わる課題」を

題との対応に関

を当面3ヶ年の

関する意見交

の取り組みに

交換 

に決定 ・課題

・山部

・懇談

 

当

当

題抽出・整理

部会における

談会員の山川

当初整理

当初案の

の流れの検討

意見を踏まえ

海の理解を深

次ペー

理案 

の⾁付け 

討 

えた出発点の

深めるため、

ージの「⼭

平

の共有のための

懇談会を立て

部会の出

平成23年度

の整理 

て直すための

 

出発点の共

度 

の勉強会（山

共有」(平

山・川・海を巡

平成 24 年

巡るバスツア

年 5 ⽉)

⼭

アー）を実施
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 テーマ 解決手法 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

人
と
山
村 

流
域
圏(

山
村
再
生)

担

い
手
づ
く
り
事
例
集 

森林の適切

な管理は山

村再生が重

要。先ずは

人づくりに

取り組む。 

・山村再生担い手づくり事例

集の対象の検討（農林業の

担い手） 

・作成手法の検討 

・主担当者の決定  

 

・調査先、調査者の決定、調

査方法に関する意見交換 

・調査マニュアルの策定 

・調査スケジュールの決定 

・山村再生担い手づくり事例

集Ⅰの発行 

・川部会、海部会との連携検

討 

・事例集メーリングリスト立

ち上げ 

・取材スケジュールの検討 

・山村再生担い手づくり事例

集Ⅱの発行 

・取材の対象を文化的な担い

手にも拡大 

・過去3ヶ年の取材先活動拠

点の位置図を作成 

・山村再生担い手づくり事例

集Ⅲの発行 

・事例集マップの作成 

・山村再生担い手づくり事例

集 その後いかがお過ごし

ですか？プロジェクトの発行 

・事例集交流会の開催計画 

 

・事例集交流会の開催（根羽） 

・川部会との協働 

・取材対象の拡大に伴う「山

村再生」から「流域圏」へ

の名称変更 

・流域圏担い手づくり事例集

Ⅰの発行 

・事例集交流会の開催計画 

・事例集交流会の開催（佐久

島） 

・川部会との協働 

・流域圏担い手づくり事例集

Ⅱの発行 

・事例集マップ更新 

山
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

山村再生を

支援する取

組みへの参

加・情報共

有を行う。 

・若者ミーティング（Iターン

など）を矢作川流域山村ミ

ーティングに改称 

・上矢作における山村ミーテ

ィングの試行 

（林業Iターン同士の交流） 

・串原農林と根羽村森林組合

の意見交換（若者どうし）

に関する情報共有 

・森林組合の若手（岡森フォ

レスターズを含む）の交流

検討 

・流域フェアトレードの概念

の共有 

・北海道中川町の第2回きこ

りまつりの周知と矢作川流

域で展開する場合の課題の

整理 

・きこり祭に代わるイベント

の検討 

・他のテーマとの連携模索 

・矢作川流域林業担い手100

人ヒヤリングの準備 

・矢作川感謝祭（仮称）の流域

圏恒例行事化に向けた検討 

・廃止された足助もみじ市ま

つりに代わるイベントの模

索 

・矢作川流域林業担い手100

人ヒヤリングの始動 

・矢作川感謝祭への流域圏懇

談会としての参加（実行委

員として参加） 

・矢作川流域林業担い手100

人ヒヤリングの進捗報告、

山林管理のアンケートの実

施・分析（岡崎森林組合組

合員） 

・矢作川感謝祭への参画、流

域の全ての森林組合の参

加、東幡豆漁協の参加 

森
林 

森
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

流域圏とし

て統一性の

ある森林管

理を行うた

めのガイド

ラインを作

る。 

・森づくりガイドライン作成

手法の検討 

・主担当者の決定 

・森づくりの指針の検討（旧

宮崎村の森づくりのあゆ

み、市民の森づくりへの参

加・森林水文学の市民講座

開催） 

・流域地方自治体の取り組み

の周知（岡崎市水循環プラ

ン・岡崎市森林整備ビジョ

ン、豊田市・豊田森林組合

の森づくり） 

・東京都水道水源林の管理に

関する情報共有 

・流域を構成する3県に対す

る森づくりガイドライン策

定趣旨説明 

・関係行政機関の参加 

・関係行政機関が参加する森

づくりＷＧの開催 

・現況図、地区別森林基礎デ

ータの情報収取及び整理 

・行政や市民と協働した森づ

くりに関するデータ収集 

・矢作川の特徴的な森づくり

についてのカタログ化の方

針周知 

・森の健康診断10年間の振り

返り周知（本テーマにも関

連する） 

・流域地方自治体の取り組み

周知（岡崎市の森づくり、

森林環境税の導入をめざす

他府県の目的（使い途）の

共有 

・広島土砂災害から考える矢

作川流域の課題の提供 

・国の水循環基本法の制定に

ついて情報共有 

・流域地方自治体の取り組み

周知（豊田市の森づくり構

想の見直し計画、岡崎市の

水循環推進協議会の役割） 

・近自然森づくりの周知と導

入検討 

・流域市村の間伐面積の推移

の周知 

・流域内での生態系サービス

の考え方と活用の検討 

・広島土砂災害の要因検討 

・流域地方自治体の取り組み

周知（豊田市の森づくり構

想の見直し計画、国のモデ

ル調査実施団体としての岡

崎市の取り組み） 

・森づくりガイドライン策定

に向けた項目検討 

・流域市村の間伐面積の推移

の周知 

・神奈川県山北町の水源環境

税の活用事例の紹介 

・鬼怒川豪雨災害の情報共有

（東海豪雨との比較） 

・流域地方自治体の取り組み

周知（豊田市の森づくり構

想の見直しの進捗報告、岡

崎市の水循環に創造プラン

のうちの水量に関する施策

の進捗報告、大阪府の森林

環境税の使い途） 

・森づくりガイドラインの策

定にむけた素案検討 

・森林環境税に関する国の方

針の周知 

・九州北部豪雨の現地視察結

果の周知（森林管理） 

・豊田市森林課の初代課長の

故原田裕保氏の実績につい

て情報共有 

・国からの森林譲与税に対す

る各地方自治体の対応方針

についての情報共有 

・国の新たな森林管理システ

ム、森林づくりガイドブッ

ク発刊に関する情報共有 

・流域地方自治体の取り組み

周知（新・豊田市100年の

森づくり構想、岡崎市の水

循環協議会の実績） 

・流域市村の間伐面積の推移

の周知 

木
づ
か
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

矢作川の森

の恵みが中

下流・海ま

で届くガイ

ドラインを

作る。 

・木づかいガイドライン作成

手法の検討 

・主担当者の決定 

・大蔵建設大蔵氏より、伊那

谷の森（木）で家をつくる

取り組みの紹介 

・ガイドラインのターゲット

のためのブレーンストーミ

ングの実施 

・ライフステージ別に整理さ

れたアタック表の活用 

・ガイドライン作成に向けた

パートナーの決定 

・作成方針にある市民目線の

重要性の認識、懇談会員の

推薦によるパートナーの決

定 

・ガイドライン作成方針の共有

(「さあ～しよう」のフォーマット作成) 

・スギダラ矢作川支部設立に

向けた意見交換 

・木のある暮らしのアイテム

の検討（動く木のおもちゃ） 

・木づかいライブ・スギダラ

キャラバンの実績周知 

・プレイスメイキングの効果

検討 

・流域ものさしの活用検討 

・木づかいガイドライン策定

に向けた目標と項目周知 

・木づかいライブ・スギダラ

キャラバンの実績周知 

・奥矢作森林フェスティバル

への参加 

・第6回全体会議における「流

域ものさし」の配布と私の

流域物語の周知 

・木づかいガイドライン策定

に向けた取材先等の検討 

・放棄竹林の利用検討 

・木づかいライブ・スギダラ

キャラバンの実績周知 

・労働参加型プレイスメイキ

ングの実績周知 

・木づかいガイドライン策定

に向けた進捗状況の周知 

・木づかいライブ・スギダラ

キャラバンの実績報告 

・流域の森林組合の協働に関

する情報共有 

テーマ外の討議事項 

・山部会懇談会スタイルの検討 

（回数、開催場所、宿泊の有無） 

・川部会、海部会との連携手法の検討 

 

・役員の選出による座長、副座長の決

定 

・市民企画会議で議論された3つのテ

ーマの周知 

①ごみ・流木 ②土砂 ③木づかい 

・日本全国スギダラケクラブとのディ

スカッション 

・矢作川流域圏に特徴的な森林と巨

樹・並木の抽出及び流域マップの作

成 

・小学生による源流から河口までの自

転車走破の周知及びイベントへの

展開検討 

・海部会との合同部会の開催 

 ・フィールドワーク位置図の作成 ・山川海の合同部会の開催 

フィールドワーク 

【根羽】グリーンハウス森沢、モデ

ル住宅ほか 

【恵那】上矢作、串原の森づくり・

林業 

【岡崎】中部猟友会、優良施業林業

地 

【豊田】あいちの森と緑づくり事業地

（間伐地）、加塩地域、あさひ製材

協同組合、豊田森林組合木材センタ

ーほか 

 【根羽】木の家、木の駅プロジェクト 

【恵那】福寿の里モンゴル村 

【豊田】トヨタ自動車テストコース、 

森林組合新庁舎の 

【岡崎】宮崎財産区、巴山・分水嶺、

長坂100年長伐期林、ミツマタ長

伐期林 

【恵那】結の炭家ほか 

【豊田】森の健康診断報告会 

【岡崎】切山の大杉、乙川上流域（毛

呂川、西風橋）、千万町町地内の人

工林 

【西尾】とんぼろ干潟 

【流域圏外】近自然森づくりの荒山林

業への視察、根羽杉を利用した家族

風呂 

【根羽】明治用水水源かん養保安林、

恵南豪雨における沢抜け箇所のそ

の後 

【豊田】足助きこり塾の森づくりと活

用、あさひ森の健康診断報告会 

【岡崎】ウッドデザインパーク、間伐

材利用コンクール 

【流域圏外】神奈川県山北町の森林環

境税を活用した環境保全の実態把

握 

【根羽】信州大学研究フィールド、帯

状間伐の実施状況 

【恵那】木の駅・薪の駅の視察、茅の

宿とみだ 

【豊田】ちんちゃん亭（農地山林利

用）、あさひ森の健康診断報告会 

【岡崎】ぬかた体験村 

【流域圏外】長野県飯田市の天竜川に

おける竹林管理 

【根羽】水源の森（茶臼山山麓） 

   山地酪農 

【豊田】神殿の森づくり会議の管轄エ

リア（下山地区） 

【岡崎】みかわエコ薪・貯木場、おか

ざき森の健康診断報告会 

①取り組み 
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課題 テーマ できたこと もう少しでできたこと できなかったこと 

人
と
山
村 

流
域
圏
担
い
手
づ
く
り 

事
例
集 

   

山
村
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

   

森
林 

森
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

   

木
づ
か
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

   

そ
の
他 

   

取材者と取材団体のつながり、取材団体同士のつながりの構築（例：串原林業

と ClearWaterProject） 

流域の担い手の新発見（例：根羽村天下杉） 

107 団体への取材を行い、6 冊の事例集を発刊 

担い手の活動からの刺激、未来の可能性の把握 

大学生の学びの場の提供 

大学生の取材への参加 

地域再生の起爆剤としての役割 

流域林業担い手 100 人ヒヤリングの遂行（林業従事者の現状の把握） 

矢作川感謝祭の開催と参加（主催者・出展者両面） 

きこり祭の開催 

全国的な林業に関するイベントの抽出と情報共有（北海道中川町のきこり祭等） 

自治体による水道水源モニタリングの実施（豊田市） 

木の駅プロジェクトの流域全体への拡大（全国的なモデル） 

流域地方自治体の間伐面積の可視化 

流域内の主な森林・巨木の抽出と可視化（流域マップ） 

荒山林業への視察による近自然森づくりの導入検討 

流
域
住
民
へ
の
発
信 

源流域生態系の広域評価 

他
部
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
出
発
点
の
共
有 

流
域
す
べ
て
の
自
治
体
の
参
加 

山
川
海
の
連
携
の
創
出 

流
域
内
の
も
の
さ
し
の
違
い
に
対
す
る
理
解 

山
川
海
の
経
済
的
つ
な
が
り
の
共
有 

河
川
整
備
計
画
と
森
づ
く
り
の
関
係
の
検
討 

国
の
省
庁
の
参
加
・
県
市
村
の
前
向
き
な
参
画 

低コスト林業 自然災害と森づくりの関係の情報共有 

森づくりに関する国、地方自治体の動きの共有 

森林組合同士のつながりの創出 

「根羽」「恵那」「豊田」「岡崎」の地域持ち回りのＷＧによる現状把握 

奥矢作森林フェスティバル・矢作川感謝祭・三河湾大感謝祭・アンフォーレ市民フェス（安城） 

・あそべるとよたプロジェクトへの出店（木づかい推進） 

下流部の情報誌（例：耕 Life）を利用した上流域の活動周知 

流域内の人材育成システム 

「土砂を流す森」モデル林の設定 

自然生態系と人間管理生態系の最適配置についての検討 

市民への流域バスツアー、サイクリングの試行 

小学生の上流から河口までの自転車を使った旅の周知とツールとしての可能性検討 

イベントを通じた事例集の拡散 

学校教育の現場における事例集の活用（例：人間環境大学の農業体験に活用） 

流域マップ（矢作川流域圏に特徴的な森林と巨樹・並木）の市民レベルでの活用 

②成果（第 10 回⼭部会まとめの会 意⾒集約） 


